
Ｈ　　　年　　　月　　　日
所属 名前（ふりがな） 性

別
学
年

連絡先住所
団 〒

隊 男・女 年

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） TEL( 　　　　　－　　　　－         )

団 〒

隊 男・女 年

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） TEL( 　　　　　－　　　　－         )

団 〒

隊 男・女 年

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） TEL( 　　　　　－　　　　－         )

1級

菊・VS

　　　　　　　スカウトは必ず制服で参加すること。

　　　　　　　三角巾は一片が１ｍ程度のものを、各自忘れず持参して下さい。

2級

1級

菊・VS

2級

1級

菊・VS

 ＜救急章考査員＞

  詳細は　団スカウト委員へ確認し　配布のアタックを参照してください

 ＜担当スカウト委員＞

  詳細は　団スカウト委員へ確認し　配布のアタックを参照してください

　不明な場合は　<scout_committee@bs-mishima.org>　まで

技能章　「救急章（H20.8.23）」　講習考査会　／　参加申込書

　不明な場合は　<scout_committee@bs-mishima.org>　まで

　　　　　　　参加費 ３００円

　

2級

　 申し込み： 下の申込用紙に記入の上、各団のスカウト委員を通じてスカウト委員長まで

　 締め切り：８月１６日（土）

 　参加受け入れ人数：２０名（２０名を超えた場合は抽選で参加者を決定します）

　 注意事項： 講習会の開始時間に遅れないこと。

級

　　　　　　　（ネッカチーフでの代用は不可）

　 場　　所： 茨木市青少年センター第１会議室又は第２会議室　　茨木市上中条２丁目11-22

　 内　　容： 技能章「救急章」細目の実施。その他基本技能の実施。

　　　　　　　レポートの書き方指導。

　 参加資格： ＢＳ２級以上・ＶＳ

　 持　　物： 三角巾・筆記用具・レポ－ト用紙・副木(手旗で良い)・弁当・水筒

　 日　　時： 平成２０年８月２３日（土）　９時３０分～１６時００分

三島地区スカウト委員会発行

 救急章・講習考査会
　　救急章の技能は、スカウト活動をするにあたり最も大切な基本技能の一つです。
　　また、スカウト活動以外でも、いざと言うときに大変役に立つ技能です。
　　この機会に救急技能を身につけ万が一の時に備えましょう。
　　ふるって参加してください。

 技能章ＮＥＷＳ　  　   　　　　　　　　　　平 成 ２０ 年 度－Ｎｏ．６

平成２０年　７月１９日発行

アタック
日本ボ－イスカウト大阪連盟



技－３新

第　　団

氏名

承認　平成　　年　　月　　日　 考査員 ㊞

承認　平成　　年　　月　　日　 考査員 ㊞

承認　平成　　年　　月　　日　 考査員 ㊞

　　以上の救急章考査細目に合格したものと認めます。

平成　　年　　月　　日

救急章考査員 ㊞

三島地区スカウト委員会　Ｈ１８・４　改正

８．頭部外傷　　　　　頭部打撲時の症状と注意事項を説明できる。

10．きず等　　　　　（１）きずの種類と応急手当についての一般的注意事項を説明できる。
　（２）日常遭遇しやすい次のような場合の応急手当ができる。
　　　ア．鼻血　イ．目のちり　ウ．やけど　エ．指の切りきず　オ．立ちくらみ
　　　カ．腹痛

13．救急要請　　　　　電話で救急車を要請するときの必要事項を説明し、通報を実演する。

７．熱中症　　　　　　熱中症の種類とその予防、応急手当を説明し、実演できる。

９．骨折、捻挫　　　　次の部位の骨折、捻挫、打撲に対し身近な道具を用い、創意と
　　　　　　　　　　　工夫で正しい応急手当ができる。
　　　　　　　　　　（１）鎖骨　（２）上腕　（３）前腕　（４）大腿骨　（５）下腿
　　　　　　　　　　（６）人さし指　（７）手首・足首の捻挫　（８）四肢の打撲

11．動・植物による被害　以下の生物による被害の予防と応急手当を説明できる。
　（１）ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ刺傷　（２）毒ﾍﾋﾞ咬傷　（３）ｲﾇ咬傷　（４）ﾑｶﾃﾞ咬傷
　（５）ｳﾙｼ接触性皮膚炎

12．搬送法　　　　　傷病者を搬送する方法を一人法で3通り､二人法で2通り､三人法で1通りが実演
できる｡また､急造担架を作り､担架で運ぶときの注意を説明し､その担架で実際に運ぶことができる

５．食中毒　　　　　　食中毒について説明し、その予防と手当の方法を説明できる。

《参　考》　　ボーイスカウト救急法講習会細目

１．救急法の基本　　　次のことについて説明できる。
　（１）救急法の意義　（２）傷病者の観察　（３）応急手当の流れ

２．心肺蘇生法
　（１）心肺蘇生法の手順を説明できる。
　（２）気道内異物除去の意義を説明し、正しく実演できる。
　（３）気道確保の意義を説明し、正しく実演できる。
　（４）人工呼吸法の意義を説明し､マウス･ツー･マウスによる呼気吹き込み法を正しく実演できる｡
　（５）心臓マッサージの意義を説明し、正しく実演できる。

４．ショック　　　　　ショック状態の徴候と、予防のための手当てを説明できる。

６．一酸化炭素中毒　　一酸化炭素中毒を説明し、その予防と回避する方法を実演できる。

救 急 章 考査細目
ＢＳ隊
ＶＳ隊

１．ボーイスカウト救急法講習会を終了する。ただし次の講習の場合では、ボーイスカウト救急法講
習会の一部細目を履修することができる。これらの講習会で履修できなかった細目については、別途
考査を受け、合格すること。
　ア　日本赤十字社の行う救急法講習会（救急員養成講習18時間、満15歳以上）の修了者は、ボーイ
スカウト救急法講習会細目の1.から12.までを履修したものとみなす。
　イ　消防署で行われる普通救命講習Ⅱ（4時間）の修了者はボーイスカウト救急法講習会細目の
1.2.3.13.を、上級救命講習（8時間）の修了者は、同細目の1.2.3.9.12.13.を履修したものとみな
す。

２．隊の救急箱を整備し（未整備品、充足、不足物品のリストアップを含む）、そのチェックリスト
を提出する。【報告書の提出】

３．県連盟、地区単位で設置される救護所の奉仕や隊活動、キャンプでの救護係を通算５日以上担
　　当し、その報告書を提出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　【報告書の提出】

３．止血法　　　　　　出血の場合の、直接圧迫止血法、止血帯法の説明ができ、上腕
　　　　　　　　　　　および大腿の出血において、出血の状態に適した止血法が
　　　　　　　　　　　それぞれ実演できる。


